
 

                                                       

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-141 高等学校 工業 電子技術 
               

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

                        
 

 

１．編修の基本方針 

① 幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養うために，理解を深めるような構成，

文章と図の掲載を心がけ，応用的な知識なども記載した。  

② 個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，自主及び自律の精神を養うため

に，学習した内容を確認し，復習することができる記述や問題を設けた。  

③ 職業及び生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養い，主体的に社会の形成に参画し，

その発展に寄与する態度を養うために，社会における電子技術の活用例や役割を記載し，電子

技術について学ぶ動機付けとした。 

④ 自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養うために，環境に配慮した新技術と，その

利用例を取り上げた。 

⑤ 伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重

し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うために，日本および海外の科学者や技術者の

功績を紹介し，国際的に使用されている単位を用い，重要語句に対応する英語を併記した。  

 

２．対照表 

図書の構成・

内容 

特に意を用いた点や特色 該当箇所 

見返し ・「電子技術」が社会的にどのように利用されているかの

例を示し，また，電子技術に用いられている基本的な素

子やセンサを取り上げ，電子技術を学習する動機付けと

した（第1号）。  

 

・電子技術に関わる発明・発見と歴史がわかる年表を記載

し，本書で学ぶ内容との関わりがわかるようにした（第

5 号）。 

 

見返し 1，2 

 

 

 

 

見返し 4 

『電子技術』

を学ぶにあた

って 

・「電子技術」の発展と，社会的にどのように利用されて

いるかを示し，学習の動機付けとした（第 1 号，第 2

号）。  

 

・人物イラストでは，本書全体として男女を平等に扱った

（第３号）。  

 

p.4～6 

 

 

 

p.4～6 



 

第１章 

半導体素子 

・身近な製品に用いられている半導体素子について幅広い

知識と教養を身に付けられる題材を扱い，例題や問を通

じて真理を求める態度を養えるようにした（第１号）。  

 

・半導体素子や通信に関する歴史を取り上げて，日本と海

外の科学者の功績を示し，生徒の関心を高めるように工

夫した（第１号，第５号）。  

 

・学習をする（した）素子などの実物写真を示し，回路設

計や実務に役立つようにすることで，将来の職業につい

て考えられるようにした（第２号）。  

 

・グループ活動による実験を通じて，自己の責任と他者と

の協力を重んじる態度を養い，正しい職業観・勤労観が

育成されるようにした（第２号，第３号）。  

 

・グループ学習を念頭に置いた「Let’s Try」により，自ら

の役割の責任を果たし，協力して報告書や発表としてま

とめられるような力を身に付けられるようにした（第３

号）。  

 

・電力の無駄を少なくし，省エネルギーとなる半導体素子

を扱い，環境の保全に寄与する態度を養えるようにした

（第４号）。  

 

・本章で学習した内容を復習し，確実に定着できるよう

に，重要な内容をまとめて記載した（第２号）。  

 

 

p.8～34 

 

 

 

p.7 

 

 

 

p.12 ， p.15 ， p.17 ， p.20 ，

p.27 ， p.28 ， p.29 ， p.30 ，

p.31，p.32 

 

p.16，p.21 

 

 

 

p.21 

 

 

 

 

p.29，p.30 

 

 

 

p.33 

第２章 

アナログ回路 

・身近な製品に用いられているアナログ電子回路について

幅広い知識と教養を身に付けられる題材を扱い，例題や

問を通じて真理を求める態度を養えるようにした（第１

号）。  

 

・半導体素子や通信に関する歴史を取り上げて，日本と海

外の科学者の功績を示し，生徒の関心を高めるように工

夫した（第１号，第５号）。  

 

・学習をする（した）素子などの実物写真を示し，回路設

計や実務に役立つようにすることで，将来の職業につい

て考えられるようにした（第２号）。  

 

・グループ活動による実験を通じて，自己の責任と他者と

の協力を重んじる態度を養い，正しい職業観・勤労観が

育成されるようにした（第２号，第３号）。  

 

・人物イラストでは，本書全体として男女を平等に扱った

（第 3 号）。  

 

・グループ学習を念頭に置いた「Let’s Try」により，自ら

の役割の責任を果たし，協力して報告書や発表としてま

とめられるような力を身に付けられるようにした（第３

号）。  

 

・電力の無駄を少なくし，省エネルギーとなる電子回路の

条件を扱い，環境の保全に寄与する態度を養えるように

した（第４号）。  

 

・本章で学習した内容を復習し，確実に定着できるよう

に，重要な内容をまとめて記載した（第２号）。  

 

p.36～90 

 

 

 

 

p.35 

 

 

 

p.57，p.62 

 

 

 

p.49，p.66，p.74 

 

 

 

p.75 

 

 

p.65，p.73 

 

 

 

 

p.63 

 

 

 

p.88 

 



 

第３章 

ディジタル回

路 

・身近な製品に用いられているディジタル電子回路につい

て幅広い知識と教養を身に付けられる題材を扱い，例題

や問を通じて真理を求める態度を養えるようにした（第

１号）。  
 

・半導体素子や通信に関する歴史を取り上げて，日本と海

外の科学者の功績を示し，生徒の関心を高めるように工

夫した（第１号，第５号）。  
 
・グループ活動による実験を通じて，自己の責任と他者と

の協力を重んじる態度を養い，正しい職業観・勤労観が

育成されるようにした（第２号，第３号）。  
 
・グループ学習を念頭に置いた「Let’s Try」により，自ら

の役割の責任を果たし，協力して報告書や発表としてま

とめられるような力を身に付けられるようにした（第３

号）。  

 

・一部の図記号については，広く使われている他国の規格

を使用した（第５号）。  

 

・本章で学習した内容を復習し，確実に定着できるよう

に，重要な内容をまとめて記載した（第２号）。  

 

p.92～120 

 

 

 
 
p.91 

 

 
 
p.102，p.109 

 

 
 
p.101 

 

 

 

 

p.92～102，p.109， 

p.113，p.118，p.119～120 

 

p.119 

 

第４章 

通信システム

の基礎 

・身近な製品に用いられている電子回路について幅広い知

識と教養を身に付けられる題材を扱い，例題や問を通じ

て真理を求める態度を養えるようにした（第１号）。  

 

・半導体素子や通信に関する歴史を取り上げて，日本と海

外の科学者の功績を示し，生徒の関心を高めるように工

夫した（第１号，第５号）。  

 

・学習をする（した）素子や製品などの実物写真を示し，

回路設計や実務に役立つようにすることで，将来の職業

について考えられるようにした（第２号）。  

 

・人物イラストでは，本書全体として男女を平等に扱った

（第３号）。  

 

・グループ学習を念頭に置いた「Let’s Try」により，自ら

の役割の責任を果たし，協力して報告書や発表としてま

とめられるような力を身に付けられるようにした（第３

号）。  

 

・本章で学習した内容を復習し，確実に定着できるよう

に，重要な内容をまとめて記載した（第２号）。  

 

p.122～200 

 

 

 

p.121 

 

 

 

p.124，p.129，p.130，p.139，

p.148，p.150，p.152，p.171，

p.172，p.176，p.186 

 

p.122，p.174，p.180，p.186，

p.190，p.194，p.200 

 

p.124，p.174，p.196 

 

 

 

 

p.197～198 

 

第５章 

音響・映像機

器の基礎 

 

・身近な製品に用いられている電子回路について幅広い知

識と教養を身に付けられる題材を扱い，例題や問を通じ

て真理を求める態度を養えるようにした（第１号）。  
 

・半導体素子や通信に関する歴史を取り上げて，日本と海

外の科学者の功績を示し，生徒の関心を高めるように工

夫した（第１号，第５号）。  
 
・学習をする（した）製品などの実物写真を示し，回路設

計や実務に役立つようにすることで，将来の職業につい

て考えられるようにした（第２号）。  

 

・人物イラストでは，本書全体として男女を平等に扱った

（第３号）。  

 

p.202～238 

 

 
 
p.201 

 
 
 

p.206 ， p.207 ， p.209 ～ 211 ，

p.213 ， p.214 ， p.216 ～ 218 ，

p.222，p.223，p.228，p.230，

p.231，p.235，p.236 

p.202，p.204，p.224，p.229 

 

 



 

・グループ学習を念頭に置いた「Let’s Try」により，自ら

の役割の責任を果たし，協力して報告書や発表としてま

とめられるような力を身に付けられるようにした（第３

号）。  

 

・本章で学習した内容を復習し，確実に定着できるよう

に，重要な内容をまとめて記載した（第２号）。  

 

p.228，p.234 

 

 

 

 

p.237 

 

第６章 

電子計測の基

礎 

・身近な製品に用いられている電子回路について幅広い知

識と教養を身に付けられる題材を扱い，例題や問を通じ

て真理を求める態度を養えるようにした（第１号）。  

 

・電子技術を応用した製品・技術を紹介し，実際の社会で

の活用例を示し，生徒の関心を高めるように工夫した

（第１号，第３号）。  

 

・学習をする（した）素子や製品などの実物写真を示し，

回路設計や実務に役立つようにすることで，将来の職業

について考えられるようにした（第２号）。  

 

・人物イラストでは，本書全体として男女を平等に扱った

（第３号）。  

 

・グループ学習を念頭に置いた「Let’s Try」により，自ら

の役割の責任を果たし，協力して報告書や発表としてま

とめられるような力を身に付けられるようにした（第３

号）。  

 

・本章で学習した内容を復習し，確実に定着できるよう

に，重要な内容をまとめて記載した（第２号）。  

 

 

p.240～261 

 

 

 

p.239 

 

 

 

p.244 ～ 246 ， p.248 ～ 250 ，

p.252～259 

 

 

p.239 

 

 

p.252 

 

 

 

 

p.260 

 

付録 

 

・「電子技術」を学ぶために必須の基礎知識を復習し，本

書によって幅広い知識と教養をスムーズに身に付けられ

るための一助となるようにした（第１号）。  

 

p.262～264 

 

 

 

 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色  

・電磁気学の基礎理論と関連させて，実社会で使われている製品・システムに用いられている

「電子技術」について，機能・構成要素としての各種回路の視点から取り上げ，専門的な知識

を習得させるとともに，「電子技術」を通じて社会の成り立ちについて考えさせ，将来の進路

や職業選択の一助となるように配慮した。 

 



 

                          

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）  
                                                                               

受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-141 高等学校 工業 電子技術                

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

                          
 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

(1) 本書全体的な配慮事項と特色 

学習指導要領に示された目標・内容・内容の取り扱いに準拠するとともに，生徒の学力・能力

の実情を鑑みて，次の点に配慮して編修した。 

①豊富な図による解説を心掛け，文章説明は簡潔にするが，一方で，式の導出における電圧につ

いての等式や，式の展開（変形）において，論理の飛躍がないようにていねいに解説した。  

②各章の扉に，章の内容に関連のある話題を取り上げ，生徒の学習意欲を喚起するよう工夫した。 

③各章の終わりに，「この章のまとめ」と表記したページを設け，その章で学習した法則･公式･

重要な概念などをあらためて掲げ，学習した内容を振り返るとともに，理解の定着を確認でき

るようにした。 

④巻末に付録１として，「電子技術」の学習で必要になる「電気回路」の基礎理論を復習できる

ようにし，学習の便をはかった。 

⑤本書は，電気科（電気系学科）の生徒が学ぶ電子工学全般にわたる内容を扱ったものであるが，

基礎が重要であるとの観点に立ち，第 1 章～第 3 章の半導体と電子回路に関する記述を充実

するとともに，適所に「実験コーナー」を設け，学んだ内容を実際に活用できるようにした。  

⑥第 4 章～第 6 章の通信技術にかかわる内容では，できる限り最新の技術を扱うように心がけた。 

⑦座学のみで終わらずに，個人あるいはグループで協力して行う「実験コーナー」や発展問題

（Let’s Try）を掲載することで，電子技術に関する事柄を実際に体験して興味を喚起したり，

探求心やコミュニケーション能力を育みながら，主体的・対話的に学習に取り組んだりできる

ようにした。 

⑧例題・問を随所に設け，章末には「章末問題」を設けて理解の徹底がはかられるようにした。

また，それぞれの問や章末問題の末尾には，観点別の学習目標を記号で示し，その問によって

育まれる資質・能力が生徒に伝わるようにした。  

⑨本文解説を理解する上で，特に重要となる，既知の知識の振り返り，注意点および重要な考え



 

方などを，通常の側注による補足とは別に，側注欄で囲みを付けて目立つようにコメントを入

れた。 

⑩取り上げた電子回路図には，必要に応じてトランジスタ・IC・抵抗・コンデンサなどの回路素

子に型名や数値などを記入し，製作実習の便を図った。  

⑪電子部品の外観写真は，可能な限り寸法がわかるように配慮し，実寸を意識できるようにした。 

⑫図については，２色刷・濃淡の網掛け・図中に入れた簡単な説明など，本文の理解を助けるよ

う特に工夫した。また，重要な数式については，これを色囲みにして強調した。  

⑬今後ますます推進されると考えられる技術の国際化を考慮し，主要な専門用語には，その対応

英語を側注欄に示した。 

⑭単位は，原則として国際単位系（SI）を用いた。 

⑮用語については，原則として「学術用語集電気工学編（増訂 2 版）– 文部省編– 」および日本

産業規格（JIS）に準拠した。また，図記号については，JIS に準拠した。 

 

(2) 構成の配慮事項と特色 

科目「電子技術」の内容は，学習指導要領では５項目にわたって示されているが，回路の種類

に応じた学習のしやすさなどを考慮して，「(2) 半導体と電子回路」を「半導体素子」「アナロ

グ回路」「ディジタル回路」の３章で扱った。 

 

(3) 各章の配慮事項と特色 

▶電子技術を学ぶにあたって 

電子技術がどのように発達してきたか，また現代社会でどのような役割を果たしているかなど，

電子技術の概要に関する基礎的な事項について記述し，本書で学ぶ基本的な内容を示した。  

▶第 1 章 半導体素子 

これまでに学んだ「電気基礎」の内容と関連付けて，半導体の性質を述べ，半導体素子として

ダイオード・トランジスタ・電界効果トランジスタ・集積回路，およびその他の半導体素子とし

て定電圧ダイオード・可変容量ダイオード・発光素子・受光素子・サイリスタなどについて記述

した。また，実験コーナーとして「ダイオードの特性を調べてみよう」，「トランジスタの直流

電流増幅率 hFE を求めてみよう」を示した。 

▶第 2 章 アナログ回路 

電子回路の基本動作を理解するために，まず，増幅回路についてバイアス回路を中心にして記

述した。次に，いろいろな増幅回路・発振回路・変調回路・復調回路・直流電源回路について述

べた。また，実験コーナーとして「低周波増幅回路を製作して回路動作を調べてみよう」，「反

転増幅回路を製作して回路動作を調べてみよう」，「ハートレー発振回路をつくってみよう」を

示した。 



 

▶第 3 章 ディジタル回路 

まず，基本となる論理回路とその組合せによる論理回路について述べ，次にフリップフロップ

回路とその応用回路・波形整形回路・各種マルチバイブレータについて記述した。A-D 変換器

や D-A 変換器では，アナログ技術とディジタル技術が利用されているので，本章後半でこれら

について記述した。A-D 変換器には D-A 変換器が必要なものがあるため，ここではまず，D-A

変換器から説明した。また，実験コーナーとして「8 進カウンタの動きをみてみよう」，「非安

定マルチバイブレータで LED の点滅回路をつくってみよう」を示した。 

▶第 4 章 通信システムの基礎 

有線通信システムの基本となる電話機・交換機・伝送量・多重通信について最新の技術動向に

配慮して記述した。次に，無線通信システムについて，電波の発生とその伝搬について記述し，

無線機器による電波利用技術について原理をわかりやすく説明するよう努めた。データ通信シス

テムについては，伝送の種類や伝送速度などの基本と，具体的な伝送回線を重点的に取り上げて

解説した。画像通信では，まず，ファクシミリについて述べ，次に，テレビジョンについて画面

の構成からディジタル方式のテレビジョンの送受信について記述した。また，電気通信に関する

基本的な法律などについての概要を記述した。  

▶第 5 章 音響・映像機器の基礎 

 音響機器では，音の性質や人間の耳の特性について述べ，次に，音を録音・再生する各種の音

響機器の原理について記述した。また，ディジタル技術を利用した録音装置についても触れた。

映像機器では，光の性質や人間の視覚特性について述べ，録画・再生装置についての原理をわか

りやすく記述した。 

▶第 6 章 電子計測の基礎 

周波数の高い領域における電圧・電流・電力・インピーダンスの測定法や，電子計測器として

ディジタル電圧計やオシロスコープを取り上げた。また，電気以外の諸量を測定する応用計測と

して，各種センサについて記述した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２．対照表 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数 

『電子技術』を学

ぶにあたって，  

見返し 

(1) 電子技術の概要  

  

 

p.4～6 

見返し2, 3, 4, 6 

2 

 

第１章，付録2 

第２章，第３章，

付録1 

(2) 半導体と電子回路  

ア 半導体 

イ 電子回路 

 

p.7～34，p.265 

見返し5，p.35～120，p.262～264 

60 

 

第 ４ 章 １ 節  

第 ４ 章 ２ 節  

第 ４ 章 ４ 節  

第 ４ 章 ３ 節  

第 ４ 章 ５ 節  

(3) 通信システム  

ア 有線通信 

イ 無線通信 

ウ 画像通信 

エ データ通信 

オ 通信に関する法規  

 

p.122～140，p.197，p.199 

p.141～160，p.197，p.199～200 

p.175～191，p.198，p.200 

p.121，p.161～174，p.198，p.200 

p.192～196，p.198，p.200 

 

45 

 

第５章１節 

 

第５章２節 

(4) 音響・映像機器  

ア 音響機器 

 

イ 映像機器 

 

p.201, p.202～219, p.237, p.238, 

見返し1 

p.201，p.220～236，p.237，p.238 

 

19 

 

第６章１～２節  

第６章３節 

(5) 電子計測  

 ア 高周波計測 

 イ センサによる計測  

 

p.240～252，p.260，p.261 

p.239，p.253～259，p.260，p.261 

 

14 

 計 140 

 

 



 

                          

常用漢字以外の使用漢字一覧表 

 
 
 

 
 

使用漢字 舛 筐 錐 螺 橙 

初出ページ 201 215 221 226 見返し6 



ページ 名　　称 種別 名　　　　称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

見返し１ ノイズキャンセリングヘッドホン(外観) 写真 DENON

見返し1 ノイズキャンセリングヘッドホン(基板) 写真 DENON

見返し1 発光ダイオード 写真 株式会社フォトライブラリー

見返し２ フォトトランジスタ 写真 (株)秋月電子通商

見返し2 ガスセンサ 写真 NISSHAエフアイエス株式会社

見返し2 フォトダイオード 写真 浜松ホトニクス株式会社

見返し2 ホール素子 写真 (株)秋月電子通商

見返し2 圧電素子 写真 (株)秋月電子通商

見返し2 サーミスタ 写真 (株)秋月電子通商

12 ダイオード（図(d)） 写真 (株)秋月電子通商

15 可変容量ダイオード 写真 (株)秋月電子通商

17 トランジスタ（図(c)右） 写真 (株)秋月電子通商

27 シリコンウェハ 写真 (株)SUMCO

28 ICの外形例（図(d)） 写真 (株)秋月電子通商

30 発光ダイオード(LED) 写真 (株)秋月電子通商

31 フォトダイオード（PD） 写真 浜松ホトニクス（株）

32 反射形フォトインタラプタ 写真 ローム（株）

124 多機能形電話機 写真 パナソニック(株)アプライアンス社

129 市内配線用ケーブルの例 写真 日立電線(株)

出典一覧表
申　請　図　書 出　　　　　　　典

備考

1



ページ 名　　称 種別 名　　　　称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

申　請　図　書 出　　　　　　　典
備考

130 光ファイバケーブル 写真 古河電気工業(株)

139 LDユニット，PDユニット 写真 三菱電機(株)

148 鉄塔形基地局の例 写真 (株)エヌ・ティ・ティ・ドコモ

150 進行波管 写真 (株)ネットコムセック

152 カーナビゲーションの表示例 写真 パイオニア(株)

171 ICタグの内部 写真 オムロン(株)

171 ICタグの例，リーダ・ライタの例 写真 (株)東北システムズ・サポート

172 ブラウザによる表示例 写真 総務省

176 平面走査(イメージセンサの外観) 写真 ローム(株)

196 Let's Try 問題

「不正アクセス行為の発生状況

及びアクセス制御機能に関する

技術の研究開発の状況」

6 警察庁
平 成 3 1 年

３ 月 2 2 日

https://www.npa.go.jp/cyber/pdf/h31032

2_access.pdf

206 ダイナミックマイクロホン 写真 (株)オーディオテクニカ

207 コンデンサマイクロホン 写真 (株)オーディオテクニカ

207 リボンマイクロホン 写真 (株)オーディオテクニカ

209 ダイナミックコーンスピーカ 写真
フォスター電機(株)

フォステクスカンパニー

210 ダイナミックホーンスピーカ 写真 ユニペックス(株)

210 ドームスピーカ 写真
フォスター電機(株)

フォステクスカンパニー

210 リボンスピーカ 写真 パイオニア(株)

211 マイクロスピーカ 写真 (株)シーユーアイ・ジャパン

213 3ウェイスピーカシステム 写真
オンキヨーホームエンターテイメント

(株)

214 イヤホンの外観例 写真 ソニー(株)

2



ページ 名　　称 種別 名　　　　称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

申　請　図　書 出　　　　　　　典
備考

216 メインアンプの外観例 写真
オンキヨーホームエンターテイメント

(株)

217 CDプレーヤの外観例 写真
オンキヨーホームエンターテイメント

(株)

218 携帯型音楽プレーヤ 写真 ソニー(株)

222 ディジタルカメラの構成例 イラスト キヤノン(株)

223 CMOS撮像板の外観例 写真 ペンタックスリコーイメージング(株)

228 BDレコーダの外観例 写真 パナソニック(株)アプライアンス社

230 液晶ディスプレイの外観例 写真 パナソニック(株)アプライアンス社

231
有機ELディスプレイを用いたスマートホ

ンの外観例
写真 サムスン電子ジャパン(株)

235 イメージスキャナの外観例 写真 キヤノン(株)

236 インクジェットプリンタの外観例 写真 キヤノン(株)

236 レーザプリンタの外観例 写真 キヤノン(株)

245 増幅検波形電子電圧計 写真 (株)テクシオ・テクノロジー

246 終端形電力計 写真 日本高周波(株)

248 LCRメータの外観例 写真 三和電気計器(株)

248 インピーダンスアナライザの外観例 写真 日置電機(株)

249 ディジタルマルチメータ 写真 横河計測(株)

250 ユニバーサルカウンタ 写真 岩崎通信機(株)

252 ディジタルオシロスコープ 写真 岩崎通信機(株)

253 MEMSとしてつくられた角速度センサ 写真
(株)シリコンセンシングシステムズジャ

パン

254 ポテンショメータ 写真 (株)緑測器

255 光電式回転計 写真 三和電気計器(株)

3



ページ 名　　称 種別 名　　　　称 ページ 著作者等 発行者 発行年次等

申　請　図　書 出　　　　　　　典
備考

256 テスラメータの外観例 写真 (株)マグナ

258 熱電温度計の外観例 写真 日置電機(株)

258 都市ガス検知用センサの感度特性例 グラフ 「セラミックス」第43巻 5月号 423
公益社団法人日本セラ

ミックス協会
2008年

http://www.ceramic.or.jp/museum/conte

nts/pdf/2008_05_05.pdf

見返し6 半導体製品の命名法 表 個別半導体デバイスの形名
半導体標準

化委員会

(社)電子情報技術産業

協会
2005年2月

※上記以外は自社作成

（備考）１　「申請図書」の欄については次のとおりとする。

　　　　　①　「ページ」の欄には、引用又は新たに作成した教材や資料等の申請図書における掲載ページを示す。

　　　　　②　「名称」の欄には、引用した教材や資料等の申請図書における名称を示す。

　　　　　③　「種別」の欄には、国語教材、楽譜、写真、図、挿絵、表、グラフ、地図などの別を示す。

　　　　２　「出典」の欄については次のとおりとする。

　　　　　①　出典が一般図書の場合は、当該図書の名称（版次を含む。）、掲載ページ、著作者・編集者等、発行者及び発行年次を各欄に示す。

　　　　　②　出典が定期刊行物の場合は、発行年次等欄に巻号、発行月日等を示す。

　　　　　③　出典が図書でない場合には、備考欄に資料提供者や保有者の氏名又は名称、及び当該資料に付された整理番号等を示すなど、出典を確認することが可能な情報を

　記入する。

　　　　３　出典を基に申請図書の発行者が改変を行った場合又は新たに作成を行った場合は、「備考」欄にその旨を示す。

　　　　４　（１）写真等については、肖像権等の権利処理を必要に応じて行うこと。

　　　　　　（２）著作物の掲載に当たっては、著作権法第33条に基づき、掲載する旨を著作権者に通知するとともに、

　　　　　　　　　補償金を著作権者に支払う必要があることに留意すること（別途契約を締結する場合を除く）。 備考4の内容について確認しました。☑

　上記以外は自社作成

4



番号 ページ 種別 参照先 URL 概要

1 3
二次元コー
ド，URL

自社作成 自社ページURL 目次 別紙1添付

2 自社作成 自社ページURL ギリシャ文字・SI接頭語 別紙2添付

3 自社作成 自社ページURL 常用対数一覧表 別紙2添付

4 12 マーク 自社作成 自社ページURL ダイオードの規格表 別紙2添付

5 17 マーク 自社作成 自社ページURL トランジスタの規格表 別紙2添付

6 22 マーク 自社作成 自社ページURL FETの規格表 別紙2添付

7 総務省 https://www.tele.soumu.go.jp/index.htm 電波利用ホームページ（総務省 別紙2添付

8 総務省 https://www.tele.soumu.go.jp/kids/index.html たのしい電波教室（総務省） 別紙2添付

9 192 マーク デジタル庁 https://laws.e-gov.go.jp/index.html e-Gov法令検索 別紙2添付

ウェブサイトのアドレスの掲載箇所一覧表

学　習　上　の　参　考　に　供　す　る　情　報申請図書
備　考

マーク等なし

マーク等なし

141 マーク
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